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特集 ボランティアセンター設立 20 周年 
 

本学では創設者 J.C.ヘボンが生涯貫いた精神“Do for Others”を受け継ぎ、大学公認・未公認、団体・
個人を問わずボランティアの意思が存在していたが、ボランティアセンターの設立のきっかけとなった
のは、1995 年に発生した阪神・淡路大震災である。このとき、45 人の学生が｢ボランティア団｣を結成し
支援活動に自発的に参加した。この行動がきっかけとなり、1998 年 11 月にまずは横浜キャンパスにボ
ランティアセンターが開設され、紆余曲折を経て設立 20 周年を迎えた。大学組織の一つとして存在する
ボランティアセンターの活動を、節目の年にさまざまな形で振り返るとともに、行く末を見据えたメッ
セージを学内外に向けて発信した。 

 
関連行事一覧 

○卒業生と現役学生による対談 
収録日／会場：2018 年 7 月 27 日（金）／白金 ボランティアセンター 

白金通信 496 号（2018 年 10 月号）の特集企画として、センター設立前に阪神・淡路大震災の支援 
に駆けつけた卒業生とセンター学生メンバーである現役学生による対談を行った。 

○パネル展「明治学院大学の学生ボランティア」 
開催日／会場：2018 年 9 月 20 日（木）～10 月 20 日（土）／横浜 クララ・ラウンジ 

2018 年 11 月 5 日（月）～11 月 21 日（水）／白金 パレットゾーン 
ボランティアセンター学生セクションに加え、大学公認団体、実行委員会、およびこれらに所属し 
ない学生団体が“Do for Others”に関わる活動をパネルで紹介した。1 日社会貢献プログラム 1 Day 
for Others パネル展示も同時開催。 

○学生ボランティアフェス 
開催日／会場：2018 年 10 月 20 日（土）／横浜 クララ・ラウンジ、911 教室 
1 部）学生によるパネル展示＆ブース出展 

上述したパネルの展示とともに、ブースで活動紹介、活動地域の名産品を紹介した。 
2 部）公開講座「みんなで生きる －賀川豊彦とボランティア－」（共催：教養教育センター付属研究所） 

初代大学ボランティアセンター長の加山久夫名誉教授にセンター設立までの経緯、本学卒業生であ
る賀川豊彦の活動が明治学院に与えた影響など、社会背景を交えてお話しいただいた。 

3 部）トークセッション「ボランティアをしたら私はこうなった ～ボランティアの光と影～」 
参加者から受付時に募った「ボランティア活動とは？」「恋愛」等のテーマで議論した。 

○朝日教育会議（主催：朝日新聞社、共催：明治学院大学） 
開催日／会場：2018 年 12 月 8 日（土）／有楽町朝日ホール 

15 大学と朝日新聞社によるシンポジウムとして、高橋源一郎教授による基調講演「『3・11』と大学」、 
高橋教授とゼミ OG によるトークセッション「ボランティア、って何だっけ？」、パネルディスカッ 
ションでは「今、求められる他者とのつながりとは～“Do for Others（他者への貢献）”の実現の 
かたちを考える～」をテーマに 4 人のパネラーが“Do for Others”について語った（猪瀬センター 
長補佐が登壇）。 

○20 周年記念冊子『ボランティアセンター20 年のあゆみ』の発行 
20 周年の節目を迎えたボランティアセンターが、学年外の共催を受けながら過去の活動を振り返る 
とともに、周年行事として行った今年度の活動の軌跡を残すために冊子化した。 
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設立 20 周年に寄せて 

「第三の道」へ 

阪神・淡路大震災は大きな被害をもたらしたが、実に多くの日本人が大惨事を目のあたりにして、自
分もなにかしたいという、いてもたってもいられない思いを駆り立てました。これはまさしくボランテ
ィアの精神的原点であり、この年 1995 年が「ボランティア元年」と呼ばれるようになったのは頷けます。
その社会的うねりのなかで、明治学院ボランティアセンターも誕生しました。 
 阪神・淡路大震災はまた、多くの市民を立ち上がらせ、いわば「市民立法」のかたちで、1998 年、「特
定非営利活動促進法」（NPO 法）をこの国に成立させる契機ともなりました。国会議員も超党派的にこ
れを支援しました。あれから 20 年、いまでは NPO 法人は 6 万を超えると言われています。貧困、家庭
崩壊、障がい者、高齢化、地域福祉、災害、環境、国際交流等々、多岐にわたる NPO の働きには実に
目覚ましいものがあり、疲弊化しつつあるわが国の社会形成に期待されるところ大です。そこには、長
い歴史と国際的な広がりをもって大きく発展してきた協同組合もまた位置づけられます。協同組合は経
済活動をしてはいても、助け合いを目的とする非営利組織にほかなりません。 
 国や自治体の公的役割がますます重要になってきており、他方、企業もまた社会的貢献がこれまでに
なく期待されるようになってきました。これらとともに、いわば「第三の道」としてのボランタリー・
アソシエーションの社会的役割は今後ますます大きなものになってゆくことでしょう。しかし、現実に
は、大半の NPO は財政的に困難な状況にあり、専従スタッフを擁することすら困難な場合が少なくあ
りません。明治学院大学ボランティアセンターは大学ボランティアセンターとして、広く教職員・学生
に呼びかけて、「第三の道」についてともに考える場づくりをしていただきたいものです。 
 私は、昨秋、明治学院大学公開講座において、「みん
なで生きる －賀川豊彦とボランティア－」と題して、
ボランティアセンター20 周年記念講演をさせていた
だきました。その際、なぜ賀川が社会改造のために協
同組合運動を重視し、これを献身的に実践したかにつ
いて述べました。賀川は早くから「第三の道」への先
見性をもって、共益組織としての協同組合が果たすべ
き社会的役割や使命を訴えたのでした。しかし、この
点について、NPO 関係者の理解は乏しいし、協同組合関係者の自覚も不十分であるように思われます。
では、大学関係者はどうでしょうか。国や自治体および企業とは別に、しかしそれらとも手を携えて、
これからますます大きく広がってゆくであろう「第三の道」（第三セクター）の可能性を学際的に探究し
ていっていただきたいと願っています。それは新たな国家や世界を展望する壮大なヴィジョンであると
ともに、ごく身近な人びとのくらしと結びついた、楽しい知的実践的チャレンジになるにちがいないと
思います。 
 

（明治学院大学名誉教授/ボランティアセンター初代センター長 加山久夫） 
 
 
 
設立 20 周年に寄せて 

 

7 

 

ボランティアセンター20 周年を迎え 

 20 周年を迎えるにあたり、ボランティアセンターでは、「学生企画」、「パネル展示」、「ボランティア
センターに関わってきた教職員・卒業生聞き取り」等の活動を行った。 
 
 学生企画については、2018 年 5 月に 20 周年企画実行委員会が立ち上がり、ボランティアセンターの
「学生事務局」に所属する学生や、ポートヘボン（学内イントラネット）等での情報をみて応募した学
生が参加した。以後、定期的にボランティアセンターの教職員とも会議の場を持ちながら、何のために、
何をするのか議論をしていった。その結果、広く一般から参加者を募るという形ではなく、今明治学院
大学内でボランティアに関わる学生たちが集い、自分たちが抱えている課題や悩みを自由に語りつつ、
ボランティア活動の意味を探っていく方向が見出されていった。そして、10 月 20 日に横浜キャンパス
で開催した「ボランティアセンター20 周年記念イベント」が企画され、ボランティアセンターの学生セ
クションだけでなく、学内のボランティアサークル、留学生グループ、MG オリンピック・パラリンピ
ックプロジェクトなどの学生が参加したブース展示、および実行委員会が企画した「学生ボランティア
フェス：ボランティアをしたら私はこうなった ～ボランティアの光と影～」を実施した。ボランティ
アセンターに関わる教職員に加えて、本学卒業生も参加し、活発な交流・議論が展開された。 
 これと平行し、「ボランティアセンター20 周年記念 パネル展」を横浜と白金の両キャンパスで行っ
た。狭義のボランティア団体に留まらず、スポーツや文化活動を行う課外活動団体（クラブ、サークル）
が多数参加し活動を紹介するとともに、1 Day for Others で実施されているプログラムの内容が展示さ
れ、明治学院大学生がボランティア・スピリッツをもって行う活動の幅広さを学内で共有することがで
きた。その内容は本報告書に掲載されたものをご覧いただきたい。 
 ボランティアセンターに関わってきた教職員、卒業生への聞き取りは、広報課や教養教育センター付
属研究所などの協力を受けながら実施した。まず 10 月 20 日に開催した「20 周年記念イベント」では、
ボランティアセンターの初代センター長である加山久夫先生（本学名誉教授）に「みんなで生きる －
賀川豊彦とボランティア－」と題して講演いただいた。20 周年記念イベントに参加した学生も参加し、
明治学院のボランティアの先駆者といえる賀川豊彦の精神や、阪神・淡路大震災の際に賀川豊彦記念館
（神戸市）を拠点に活動した明治学院大学学生の活動、その延長でボランティアセンターが生まれるま
での過程について学びを深めることができた。加山先生の講演は、教養教育センター付属研究所が企画
した 2018 年度明治学院大学公開講座（横浜キャンパス）の一回としても位置づけられ、地域住民の方も
多数参加していた。また、阪神・淡路大震災におけるボランティア活動については、当時その中心とし
て活動した卒業生に対する聞き取りを、ボランティアセンターに関わる教職員、学生メンバーとともに
行った。この内容については、広報課の協力のもと『白金通信』に掲載されるとともに、別にまとめた
『ボランティアセンター20 年のあゆみ』にも聞き取り記録が掲載された。 
 この一年の実践と議論を通じて、ボランティアセンターは、今ボランティアセンターにかかわる学生
だけでなく、まだボランティアセンターにかかわっていない学生、教職員に対しても、彼ら、彼女らが
ボランティア・スピリッツをもって展開する活動をサポートして行くという方向性が明確になったと考
える。2019 年度以降、それがどのように可能なのか、そして激動する時代に対して如何に対応できるも
のになるのか経験と知見を深めていきたい。 

（ボランティアセンター長補佐 猪瀬浩平） 
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ボランティアセンター設立 20 周年記念パネル展示参加団体紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加団体＞

ボランティアセンター学生セクション	 ・横浜地域活動

	 ・白金地域活動

	 ・海外プログラム事業部

	 ・MG パール

	 ・明学レッドクロス

	 ・「Do	for	Smile ＠東日本」プロジェクト

	 　明学・大槌町吉里吉里復興支援プログラム

	 ・「Do	for	Smile ＠東日本」プロジェクト

	 　陸前高田復興支援プログラム

体育会	 ・アメリカンフットボール部

	 ・サッカー部

	 ・ラクロス部男子

文化団体連合会	 ・児童教育研究会

應援團	 ・應援團

愛好会	 ・愛好会協議会

	 ・OPENROOM	

	 ・ハビタット MGU	

	 ・落語研究会	

実行委員会	 ・戸塚まつり準備会

任意団体	 ・手話サークルぽっけ	

	 ・JUNKO	Association	

その他	 ・MMM( みなとメディアミュージアム )	

	 ・MG オリンピック ･パラリンピックプロジェクト実行委員会

	 ・キャンパスコンシェルジュ	

	 ・ハロプロ研究会	

	 ・僕らの夏休み Project	
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ボランティアセンター設立 20 周年記念パネル展示参加団体紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●	横浜地域活動

●	白金地域活動
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●	MG パール

●	海外プログラム事業部
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●	明学レッドクロス
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●	「Do	for	Smile ＠東日本」プロジェクト　陸前高田復興支援プログラム

●	「Do	for	Smile ＠東日本」プロジェクト　明学・大槌町吉里吉里復興支援プログラム
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●	アメリカンフットボール部
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●	ラクロス部男子

●	サッカー部
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●	應援團

●	児童教育研究会
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●	OPENROOM	

●	愛好会協議会
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●	ハビタット MGU
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●	落語研究会
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●	戸塚まつり準備会
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●	手話サークルぽっけ
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●	JUNKO	Association
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●	MG オリンピック ･パラリンピックプロジェクト実行委員会

●	MMM( みなとメディアミュージアム )
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●	キャンパスコンシェルジュ
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●	ハロプロ研究会



25

特集　ボランティアセンター設立 20周年

特
　
集

●	僕らの夏休み Project	
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設立 20 周年に寄せて 

卒業生から 

学生メンバーとして、1 Day for Others リーダーとして、ボランティアファンド学生チャレンジ賞受
賞団体として、ボランティアセンターとさまざまな関わりがあった卒業生も 10 月 20 日の記念イベント
に参加してくださいました。本報告書では 2 名の方からメッセージをいただいております。 

 
---------------------------------------------------------------- 

 
学生ボランティアフェストークセッションに参加して 

「ボランティアは就活に役立つか」という質問が印象に残った。今の私の回答はイエス。なぜなら、
ボランティア活動を通して、さまざまな立場や年齢の人たちと交流することは、キャンパスに留まって
いてはできない経験で、仕事に生かせていると実感しているからだ。また、ボランティア活動をする際、
何を求められているのか問いを立て、自分なりの答えを出し、行動する力は、必ず糧になると思う。し
かしながら、これは結果論である。加えて、「就活に役立てるためのボランティアか」という質問であれ
ば、迷わずノーである。ボランティア活動は、自発的に取り組む社会活動で、見返りを求める行為では
ないからだ。学生の頃の私が、“ボランティア”と“就活”を同じ文脈に乗せることも、乗せられること
も好まなかったのは、そのような理由だったのだと振り返って思う。 

だから、学生の皆さんには将来への希望を胸に、自信を持って、引き続きボランティア活動に励んで
ほしい。ボランティアセンターには、学生のさまざまな活動に取り組める環境がある。一方で、ボラン
ティア活動の本質を常に考えて、一人でも多くの人の手助けになるような活動をしてほしい。 

                     （2015 年度国際学部国際キャリア学科卒業） 
 
 
ボランティアセンター20周年を迎えて 

私は、元々ボランティアというものにまったく興味がなかったのである。たまたま友人に連れられ、
説明会に行った際に成り行きで活動に参加することになった。 

しかし、今思えばこれが一つのターニングポイントになったのではないかと思う。ボランティアとい
う物はどこか高尚で難しいもの、一部の優秀な人がやるものだと考えていたが、いざ活動してみると今
まで私が考えることのなかった国際問題の啓発やどのように組織を盛り上げるかといった 0→1 を作る
活動でボランティアに興味がない私でも楽しいと感じられるものだった。それらの活動は「ボランティ
アをしている」ではなく、「楽しく充実していることをしている」感覚だった。そしてここでの経験は、
現在の仕事でも大きく生かされているし、今後もこの経験を生かしていける分野で活躍したいと考えて
いる。 

最初はまったく興味のなかったボランティアも、自分なりの視点、自分なりの関わり方で興味がある
ものになり、将来を決定づけるきっかけともなった。今後も食わず嫌いをするのではなく、自分なりの
視点で自分の興味の範疇に持っていき自分の可能性を広げていきたいと思っている。 

（2016 年度国際学部国際学科卒業） 
 




